
資料４－２ 

鹿島駅駅舎利活用施設整備計画について 

 

市では、「鹿島駅駅舎利活用施設整備計画（令和８年３月策定）」の策定に当たり、

当該整備計画（素案）について、次のとおり地域協議会への報告及びパブリックコメ

ント手続を実施しました。 

 

１ 地域協議会への報告  

地域協議会への提出案件の基準に基づき報告しました。 

（１）報告事項  

鹿島駅駅舎利活用施設整備計画（素案）に係るパブリックコメント手続を 

実施する件 

（２）報告日時 

① 鹿島区 令和８年２月１７日（火）１３:３０～ 

② 小高区      〃 ２月１８日（水）１３:３０～ 

③ 原町区    〃 ２月１９日（木）１０:００～ 

（３）意見等総数  

１４件 

 

２ パブリックコメント手続  

南相馬市パブリックコメント手続条例に基づき、以下のとおりパブリック 

コメント手続を実施しました。 

（１）実施期間   

令和８年２月１日（日）～２月２０日（金） 計２０日間 

（２）意見等総数 

２８件 

 

３ 意見等の対応について 

  内容を精査した結果、整備計画の一部文言の修正を行いました。 

【主な意見と対応方針】 

（詳細は資料４－３「パブリックコメント等意見等集約表（令和８年３月２７日（金）

時点）」のとおりです） 

項目 主な意見 対応方針 

歴史的価値

の保存・継承 

（２件） 

・鹿島駅駅舎の歴史的価値を継承す

る考え方に対し、具体的取組の提案 

・既存駅舎の意匠や部材を確認し、

それらを参考に設計を進めます（計

画書（本編）P20,23）。 

・鹿島の歴史や文化が感じられる施

設計画を行います（計画書（本編）

P20,23）。 

定住・移住施

策 

（３件） 

・空き地、空き家関連パンフレットの

設置、市の移住施策との連携など 

・ミライエとの連携を図ります。 

・既存施策との連携を図り、本事業

の移住施策の効果を高めます（計

画書（本編）P27,４４）。 
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駅舎の利活

用・交流促進 

（１４件） 

・「地域資源の発信拠点」としての活

用への期待 

→観光マップ、作品展示、地域探索な

ど 

・「地域の人が活動し交流する場」とし

ての活用への期待 

→軽トラ市、チャレンジショップなど 

・地域資源や地域住民の活動といっ

た鹿島の魅力の再認識につながる

内観・外観計画や取組の企画を進

めます（計画書（本編）

P16,17,20,23,26）。 

・地域住民や団体などが得意分野で

アイディアを活かして参加できるよう

な運営のあり方について今後検討を

進めます(計画書（本編）P45,46)。 

高校生・若者

の居場所づ

くり 

（４件） 

・高校生の居場所不足や駅舎での学

習環境に対する懸念、その解消を求

める施設計画と取組の提案 

・自習スペース、フリースペースなど、

高校生をはじめとした若者の居場所

となる場づくりを行います（計画（本

編）P25,26,33,34）。 

駅舎周辺の

考え方 

（５件） 

・送迎車の利便性及び安全性の確

保、施設利用者用駐車場の確保、駐

輪場の防犯対策など 

・駅前広場のロータリー化及び歩車

動線分離により安全性を確保しま

す。 

・駐車場確保に当たっては、駅前広場

南側の既存駐車場の活用に向け、

今後も管理者と協議を行います（計

画書（本編）Ｐ４３）。 

・駐輪場の防犯対策として、防犯カメ

ラを設置しました（令和８年 4 月 9

日（木））。 

管理運営方

針 

（６件） 

・施設内に常に人が居る状態をつくる

ことが安心感につながり、施設の利

活用促進において大事な視点であ

る。 

・持続的な管理運営の実現には、地

域住民や地元関連団体と協働する

必要がある。 

・施設運営に地域住民が参加すること

が望ましいと考えるが、その役割を

地域おこし協力隊の直営として一任

するのは事業の方向性として合わな

いのでは。 

・地域住民の施設利用を通して、多様

な方々が日常的にそれぞれの形で

施設運営に関わる持続的な関係性

を作り、施設に人がいる状況を増や

していきます（計画（本編）P45、

46）。 

・施設供用前から地元関係団体を中

心とした地域住民が施設運営に参

画する体制づくりを行っていき、施

設を管理する受け皿団体の組成を

進めます（計画（本編）P45、46）。 

・施設供用開始時は、地域おこし協力

隊員を雇用し、市の直営としてスタ

ートする予定です（計画書（本編）

P46）。 
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【当該整備計画の修正箇所】 

原町区地域協議会において、「本事業において施設運営に地域住民が参加すること

が望ましいと考えるが、その役割を地域おこし協力隊に一任するのは事業の方向性と

して合わないのでは」というご意見がありました。 

市として、このような意図はないものの、当該ご意見を踏まえ、誤解を招くおそれ

があることから、次のとおり一部計画内容を修正しました（資料４－１：Ｐ３）。 

 

修正前） 「運営手法案１ 地域おこし協力隊制度の活用（直営）」 

修正後） 「運営手法案１ 市直営（地域おこし協力隊制度も活用）」 

 

４ 今後の主な予定  

（１）令和８年６月 補正予算要求（基本・実施設計業務委託） 

（２）令和８年８月 基本・実施設計業務着手（予定） 

（３）令和９年３月 基本・実施設計業務完了（予定） 

 

 

以上 


